
2019年度　授業計画作成ガイドライン

　なお、講義要項（シラバス）は、基本的に全学科で共通のシートを使用し、学生へ授業開始前に配布いたします。

１　シラバスの項目一覧

　（１）科目基本情報

　　　➀　年度　　②　時期　　③　学科　　④　科目名　　⑤　講義時間　　⑥　講義曜日　　⑦　講義回数　　⑧　講師名

　　　⑨　単位時間数　　⑩　単位数

　（２）講義目標（一般目標と到達目標）

　[一般目標]　講義の位置づけを考えた教育方針や目的など学生が知識を将来どのように使用していくか意欲的に学べるように配慮する。

　[到達目標]　学生が達成可能な現実的な形で具体的な行動目標を記入します。

　（３）各回の講義内容

　（４）講義方法

　（５）講義で使用する機器・教材

　（６）履修上の注意事項

　（７）成績評価方法

　（８）教科書・参考書

　（９）予習復習のアドバイス

　（10）その他

２　各項目の記載内容と方法、留意点

３　講義要項（シラバス）シート

月日 講義内容

講義方法

講義で使用する機器・機材

履修上の注意事項

成績評価方法

教科書

参考書

予習復習のアドバイス

４　以下には、各科の授業計画概要の一覧を掲載しております。

　このガイドラインでは、本校で開講されるすべての授業について、講義要項（シラバス）に記載することが望ましい項目
及びその記載方法について示します。

学生が各科目を学習しやすいように、達成する目標が明確であり、客観的に達成できるているという実感が伴うよう
に、シラバスの作成を心がけ、工夫をします。
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○
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョン
スキルⅠ

社会人としてのルールや医療従事者として心構
えを学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョン
スキルⅡ

エントリーシート作成や履歴書の作成にあたり
自己分析を実施。併せて面接練習を行う。

２
・
前

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ スソ
フトⅠ

パソコンを日常業務の道具として駆使できるこ
とを目標とする。文書処理、表計算の一般的な
操作を学ぶ。

１
・
通

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ スソ
フトⅡ

プレゼンテーションの手法を理解し、資料の作
成方法と発表技術を習得することを目的とす
る。プレゼンテーション構成(立案、資料作成、
発表)を学ぶ。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ ス作
法

所作とは何かを理解することを目的とする。接
遇マナーを理解し、所作を学ぶ。

１
後
２
前

60 2 40 △ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 介護概論 介護とは何かを学ぶ。
１
・
後

30 1 20 ○ △ ○ 〇 〇 〇

○ 介護技術
福祉用具の名称と使用方法の学び、介護場面に
おける介護、介助方法を身につける。

２
・
前

30 1 20 △ ○ ○ 〇 〇 〇

○ 基礎医学 医学知識の基本を学習し、理解する。
１
・
通

90 3 60 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 薬学一般
治療薬の分類、人体に対する作用および効果の
あらわれ方を学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ カルテ管理 カルテの現物管理、カルテの情報管理を学ぶ。
１
・
前

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅰ

会計ソフトの役割を理解し、その操作を学ぶ。
１
・
通

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療事務Ⅰ
診療報酬点数を理解し、会計計算ができるよう
になることを目的とする。診療報酬明細書(レセ
プト)を学ぶ。

１
・
前

90 3 60 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療法規Ⅰ
医療事務技能審査試験を目標とし、医療保障制
度など保険業務に関連している法律等を学習
し、医療事務としての理念を学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 事 務演
習Ⅰ

医療事務技能審査試験を目標とし、レセプト点
検、作成を行う。

１
・
後

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 臨床医学Ⅰ
病院職員として必要な臨床医学の知識を習得
し、実務に活かせるようにする。

２
・
前

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ ＤＰＣ演習
ＤＰＣ（診断群分類）による入院料の包括支払
制度を学ぶ。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 公費負担
医事業務管理技能認定試験を目指し、制度のあ
らまし、内容、給付の申請手続き、医療保険と
の関係等学び、レセプト作成演習をおこなう。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療事務Ⅱ
診療報酬点数を理解し、会計計算ができるよう
になる。レセプト点検ができるようになる。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅱ

医療会計システム・調剤会計システム・介護会
計システムの習得。医療・福祉の現場で即戦力
となれる技術を身につける。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

企
業
等
と
の
連
携

2019年度　各科　授業計画概要

商業実務専門課程　医療秘書科　医療秘書コース

分類

授業科目名
授業科目の一般目標・到達目標と内容

（概要）

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

講
　
義
　
回
　
数

授業方法 場所 教員 成績評価方法
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○
医 療 事 務演
習Ⅱ

過去問題を多く履修し、検定合格につなげる。
医療従事者としての点数計算を身に付ける。

２
・
後

90 3 60 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療秘書

病院実務マナーを身に付け、臨機応変に患者対
応を行えるようにする。患者とのコミュニケー
ション能力を身に付ける。クレーム対応など基
本動作を覚える。

１
・
前

30 1 20 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 介護保険

介護保険制度の基礎、高齢者の特性、介護保険
請求業務について学習する。介護レセプトの作
成が確実に行えることを目標とし、ケアクラー
ク試験の合格を目指す。

１
・
通

120 4 80 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 秘 書実
務

社会人としての基本的行動を理解する。より良
いコミュニケーションの実践のための必要最低
限の知識とは何か、またその知識をもとにいか
に誤解なく相手に思いを伝える方法について考
え実践する。

２
・
前

30 1 20 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅲ

オーダリングシステムの理解と代行入力の演習
を行う。

２
・
後

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 化粧品学
アロマテラピーの効果を知り活用できるように
なる。代表的な精油の種類を覚え環境づくりの
一手段として活用できるようになる。

２
・
前

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 事 務総
合演習

医事課内の業務内容理解と取り扱う書類の把
握、病院の安定的な経営のため施設基準を理解
する。

２
・
後

120 4 80 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
窓 口 対 応演
習

窓口対応、電話対応などを体験し、患者様から
の問い合わせに対して的確に返答できるよう身
に付ける。

２
・
後

30 2 20 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療法規Ⅱ

医療事務関連の法律は、患者との対応を行う上
で重要な関わりを持つため理解が必要である。
医療制度、保険診療に関する制度、社会福祉に
関する制度を理解する。医療保険各法、その他
公費負担に関する法の理解を深める。

２
・
後

60 1 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 安 全管
理

医療安全管理者の配置やその業務内容、各医療
機関での安全管理・質管理の基本的事項を学習
する。

２
・
後

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 業務概論 医師事務作業補助者の業務を学ぶ。
２
・
後

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療文書
医師事務作業補助技能認定試験を目指し、診断
書、証明書、申請書等の作成方法を身に付け
る。

２
・
後

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 臨床医学Ⅱ
臨床医学Ⅰに引き続き医学知識を身に付ける。
病気の予防、診断および治療法を学ぶ。

２
・
後

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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○
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョン
スキルⅠ

社会人としてのルールや医療従事者として心構
えを学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョン
スキルⅡ

エントリーシート作成や履歴書の作成にあたり
自己分析を実施。併せて面接練習を行う。

２
・
前

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ スソ
フトⅠ

パソコンを日常業務の道具として駆使できるこ
とを目標とする。文書処理、表計算の一般的な
操作を学ぶ。

１
・
通

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

授業方法 場所 教員 成績評価方法
企
業
等
と
の
連
携

(留意事項）
１．一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち、二以上の方法の併用により行う場合については主たる方法について〇を付
し、その他の方法について△を付すこと。

２．企業等との連携については、実施要綱の３（３）の要件に該当する授業科目について〇を付すこと。

商業実務専門課程　医療秘書科  薬局コース

分類

授業科目名
授業科目の一般目標・到達目標と内容

（概要）

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

講
　
義
　
回
　
数

医師事務作業補助専攻

合計 １９２０単位時間(  ６４  単位)

※２年次後期、下記の２つの専攻より１専攻を選択し履修する

医事業務管理専攻
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○
ビ ジ ネ スソ
フトⅡ

プレゼンテーションの手法を理解し、資料の作
成方法と発表技術を習得することを目的とす
る。プレゼンテーション構成(立案、資料作成、
発表)を学ぶ。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ ス作
法

所作とは何かを理解することを目的とする。接
遇マナーを理解し、所作を学ぶ。

１
後
２
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 介護概論 介護とは何かを学ぶ。
１
・
後

30 1 20 ○ △ ○ 〇 〇 〇

○ 介護技術
福祉用具の名称と使用方法の学び、介護場面に
おける介護、介助方法を身につける。

２
・
前

30 1 20 △ ○ ○ 〇 〇 〇

○ 基礎医学
人体の構造と機能を学び、基礎知識を身に付け
る。

１
・
通

90 3 60 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 薬学一般
治療薬の分類、人体に対する作用および効果の
あらわれ方を学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ カルテ管理 カルテの現物管理、カルテの情報管理を学ぶ。
１
・
前

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅰ

会計ソフトの役割を理解し、その操作を学ぶ。
１
・
通

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療事務Ⅰ
診療報酬点数を理解し、会計計算ができるよう
になることを目的とする。診療報酬明細書(レセ
プト)を学ぶ。

１
・
前

90 3 60 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療法規Ⅰ
医療事務技能審査試験を目標とし、医療保障制
度など保険業務に関連している法律等を学習
し、医療事務としての理念を学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 事 務演
習Ⅰ

医療事務技能審査試験を目標とし、レセプト点
検、作成を行う。

１
・
後

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 臨床医学Ⅰ
病院職員として必要な臨床医学の知識を習得
し、実務に活かせるようにする。

２
・
前

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ ＤＰＣ演習
ＤＰＣ（診断群分類）による入院料の包括支払
制度を学ぶ。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 公費負担
医事業務管理技能認定試験を目指し、制度のあ
らまし、内容、給付の申請手続き、医療保険と
の関係等学び、レセプト作成演習をおこなう。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療事務Ⅱ
診療報酬点数を理解し、会計計算ができるよう
になる。レセプト点検ができるようになる。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅱ

医療会計システム・調剤会計システム・介護会
計システムの習得。医療・福祉の現場で即戦力
となれる技術を身につける。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 事 務演
習Ⅱ

過去問題を多く履修し、検定合格につなげる。
医療従事者としての点数計算を身に付ける。

２
・
後

90 3 60 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療秘書

病院実務マナーを身に付け、臨機応変に患者対
応を行えるようにする。患者とのコミュニケー
ションの能力を身に付ける。クレーム対応など
基本動作を覚える。

１
・
前

30 1 20 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 薬局事務
資格を活かし、病院等へ就職が決定するまで意
識を高めるように取り組む。調剤報酬請求事務
技能認定合格のため実務練習を行う。

１
・
通

90 3 60 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 薬理学
薬理学の基礎を学習し、仕組みを理解する。薬
理学の基本を身に付け、実務に生かせるように
する。

１
・
前

30 1 20 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 秘 書実
務

社会人としての基本行動を理解する。より良い
コミュニケーションの実務のための必要最低限
の知識とは何か、またその知識をもとにいかに
誤解なく相手に思いを伝える方法について考
え、実践する。

２
・
前

30 1 20 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅲ

オーダリングシステムの理解と代行入力の演習
を行う。

２
・
後

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 化粧品学
アロマテラピーの効果を知り活用できるように
なる。代表的な精油の種類覚え環境づくりの一
手段として活用できるようになる。

２
・
前

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 事 務総
合演習

医事課内の業務内容理解と取り扱う書類の把
握、病院の安定的な経営のため施設基準を理解
する。

２
・
後

120 4 80 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
窓 口 対 応演
習

窓口対応、電話対応などを体験し、患者様から
の問い合わせに対して的確に返答できるよう身
に付ける。

２
・
後

30 1 20 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療法規Ⅱ

医療事務関連の法律は、患者との対応を行う上
で重要な関りを持つため理解が必要である。医
療制度、保険診療に関する制度、社会福祉に関
する制度を理解する。医療保険各法、その他公
費負担に関する法の理解を深める。

２
・
後

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 安 全管
理

医療安全管理者の配置やその業務内容、各医療
機関での安全管理・質管理の基本的事項を学習
する。

２
・
後

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

医事業務管理専攻

医師事務作業補助専攻

※２年次後期、下記の２つの専攻より１専攻を選択し履修する

東北保健医療専門学校



○ 業務概論 医師事務作業補助者の業務を学ぶ。
２
・
後

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療文書
医師事務作業補助技能認定試験を目指し、診断
書、証明書、申請書等の作成方法を身に付け
る。

２
・
後

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 臨床医学Ⅱ
臨床医学Ⅰに引き続き医学知識を身に付ける。
病気の予防、診断および治療法を学ぶ。

２
・
後

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３２　　　科目

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
習

(

グ

ル
ー

プ

演

習
）

実
験
・
実
習
・
実

技 複
数
教
員
同
時
指

導 オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

実
務
経
験
の
有
無

期
末
試
験

実
技
試
験

レ
ポ
ー

ト
・
課
題

小
テ
ス
ト

参
加
態
度

総
合
評
価

○
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョン
スキルⅠ

社会人としてのルールや医療従事者として心構
えを学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョン
スキルⅡ

エントリーシート作成や履歴書の作成にあたり
自己分析を実施。併せて面接練習を行う。

２
・
前

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ スソ
フトⅠ

パソコンを日常業務の道具として駆使できるこ
とを目標とする。文書処理、表計算の一般的な
操作を学ぶ。

１
・
通

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ スソ
フトⅡ

プレゼンテーションの手法を理解し、資料の作
成方法と発表技術を習得することを目的とす
る。プレゼンテーション構成(立案、資料作成、
発表)を学ぶ。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
ビ ジ ネ ス作
法

所作とは何かを理解することを目的とする。接
遇マナーを理解し、所作を学ぶ。

１
後
２
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 介護概論 介護とは何かを学ぶ。
１
・
後

30 1 20 ○ △ ○ 〇 〇 〇

○ 介護技術
福祉用具の名称と使用方法の学び、介護場面に
おける介護、介助方法を身につける。

２
・
前

30 1 20 △ ○ ○ 〇 〇 〇

○ 基礎医学
人体の構造と機能を学び、基礎知識を身に付け
る。

１
・
通

90 3 60 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 薬学一般
治療薬の分類、人体に対する作用および効果の
あらわれ方を学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
カ ル テ 管理
Ⅰ

カルテの現物管理、カルテの情報管理を学ぶ。
１
・
前

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅰ

会計ソフトの役割を理解し、その操作を学ぶ。
１
・
通

120 4 80 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療事務Ⅰ
診療報酬点数を理解し、会計計算ができるよう
になることを目的とする。診療報酬明細書(レセ
プト)を学ぶ。

１
・
前

90 3 60 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療法規Ⅰ
医療事務技能審査試験を目標とし、医療保障制
度など保険業務に関連している法律等を学習
し、医療事務としての理念を学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 事 務演
習Ⅰ

医療事務技能審査試験を目標とし、レセプト点
検、作成を行う。

１
・
後

90 3 60 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 臨床医学Ⅰ
病院職員として必要な臨床医学の知識を習得
し、実務に活かせるようにする。

２
・
前

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ ＤＰＣ演習
ＤＰＣ（診断群分類）による入院料の包括支払
制度を学ぶ。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 公費負担
医事業務管理技能認定試験を目指し、制度のあ
らまし、内容、給付の申請手続き、医療保険と
の関係等学び、レセプト作成演習をおこなう。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療事務Ⅱ
診療報酬点数を理解し、会計計算ができるよう
になる。レセプト点検ができるようになる。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅱ

医療会計システム・調剤会計システム・介護会
計システムの習得。医療・福祉の現場で即戦力
となれる技術を身につける。

２
・
前

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 療 事 務演
習Ⅱ

過去問題を多く履修し、検定合格につなげる。
医療従事者としての点数計算を身に付ける。

２
・
後

90 3 60 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

場所 教員 成績評価方法
企
業
等
と
の
連
携

商業実務専門課程　医療情報管理科

分類

授業科目名
授業科目の一般目標・到達目標と内容

（概要）

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

講
　
義
　
回
　
数

授業方法

合計 １９２０単位時間(  ６４  単位)

東北保健医療専門学校



○
パ ソ コ ン活
用

パソコンの基本知識からインターネットやアプ
リケーションの利用と活用、コンピュータと情
報社会の関わり、情報モラルなどを学ぶ。

１
・
通

90 3 60 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○ 病院管理学
病院管理についての役割、病院組織の重要性、
医療サービスの特質性などを学ぶ。

１
・
前

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
コ ー デ ィン
グⅠ

診断群分類表を使い、病名の理解、読み方を正
確にする学び、病名コードを正確に判断できる
ようになることを学ぶ。

１
・
通

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療秘書
患者様とのコミュニケーション、クレーム対応
など病院実務マナーの基本動作を学ぶ。

２
・
前

30 1 20 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
医 事 ソ フト
Ⅲ

オーダリングシステムの理解と代行入力の演習
を行う。

２
・
後

60 2 40 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

○
コ ー デ ィン
グⅡ

診療情報管理技能認定試験を目指し、診療記録
の中で、受診目的となった疾病を読み取る力を
つけ、分類実務を行うことでコーディング技術
を身につける。

２
・
前

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
診 療 情 報管
理総合演習

医療情報活用のために、カルテ用語に慣れると
ともに、カルテの入出庫・保存管理・収集分析
について学ぶ。

２
・
後

120 4 80 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
コ ー デ ィン
グⅢ

コーディングソフトを使用しての検索を学ぶ。
２
・
後

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○
カ ル テ 管理
Ⅱ

診療記録の中で、受診目的となった疾病を読み
取ることを学び、分類実務を行うことでコー
ディング技術を身につける。

２
・
後

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 臨床医学Ⅱ
臨床医学Ⅰに引き続き医学知識を身に付ける。
病気の予防、診断および治療法を学ぶ。

２
・
後

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 業務概論 医師事務作業補助者の業務を学ぶ。
２
・
後

30 1 20 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 医療文書
医師事務作業補助技能認定試験を目指し、診断
書、証明書、申請書等の作成方法を身に付け
る。

２
・
後

60 2 40 ○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ 臨床医学Ⅱ
臨床医学Ⅰに引き続き医学知識を身に付ける。
病気の予防、診断および治療法を学ぶ。

２
・
後

60 2 40 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３２　　　科目

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
習

(

グ

ル
ー

プ

演

習
）

実
験
・
実
習
・
実

技 複
数
教
員
同
時
指

導 オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

実
務
経
験
の
有
無

期
末
試
験

実
技
試
験

レ
ポ
ー

ト
・
課
題

小
テ
ス
ト

参
加
態
度

総
合
評
価

○
人 間 の 尊厳
と自立

人間の理解を基礎として尊厳の保持と自立につ
いて理解し、介護福祉の倫理的課題への対応能
力の基礎を養う学習をする

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
人間関係と
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

関係づくりのために必須であるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝについ
て知識と理解を深め、個別・具体的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
技術を学ぶ。

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○

○
社 会 の 理解
Ⅰ

・個人の暮らしと生活のあり方を社会福祉との
関連で捉え、その意義と理念を理解する。
・社会保障の動向を理解し、社会保障の意義、
社会保障とは何か理解する。

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○

○
社 会 の 理解
Ⅱ

介護保険制度及び障がい者自立支援制度を学
ぶ。

2
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
高 齢 者 ・障
害 者 の レク
レーション

・対象疾患に応じたレクレーションの進め方を
学び、また援助のプロセスを理解する。
・演習を通して、実践援助能力を身に付ける。

2
年
・
前

30 2 20 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 生活技術
生活に必要な基礎的な技術を身につけ、生活す
るための能力を養うことができる。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○ 情報処理

・パソコンを利用し、日常業務の問題解決の手
法を修得する。
・パソコンの基本的な操作を通じ情報リテラ
シーの能力を高める。

2
年
・
通

60 2 40 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
介 護 の 基本
Ⅰ

・自立に向けた介護とはどのようなものかを理
解し、その必要性について理解する。
・「その人らしい生活を支援する専門職」とし
ての、基本となる考え方や姿勢を学ぶ。

1
年
・
前

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○

医師事務作業補助専攻

合計 １９２０単位時間(  ６４  単位)

※２年次後期、下記の２つの専攻より１専攻を選択し履修する
診療情報管理専攻

授業科目の一般目標・到達目標と内容
（概要）

授業科目名

分類

教育・社会福祉専門課程　介護福祉科

企
業
等
と
の
連
携

成績評価方法教員場所授業方法
講
　
義
　
回
　
数

単
 
位
 
数

授
　
業
　
時
　
数

配
当
年
次
・
学
期

東北保健医療専門学校



○
介 護 の 基本
Ⅱ

介護福祉の基本となる理念や地域を基盤とした
生活の継続性を支援するためのしくみを理解
し、介護福祉の専門職としての能力と態度を養
う学習をする。

1
年
・
後

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
介 護 の 基本
Ⅲ

・介護におけるリスクマネジメントの考え方を
理解し、介護場面での事故および感染症対策の
実際や具体的な手法を学ぶ。
・介護職の健康管理の基礎知識と技術を学ぶ。
・介護実践における連携について学ぶ

2
年
・
通

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
技術Ⅰ

対象者との支援関係の構築やチームケアを実践
するためのコミュニケーションの意義や技法を
学び介護実践に必要なコミュニケーション能力
を養う学習をする

1
年
・
通

60 2 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
技術Ⅱ

コミュニケーションの基礎的な知識を復習し、
各障害特性をコミュニケーション技術に特化し
た視点で理解できる。また、実践できる。

2
年
・
通

30 1 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
生 活 支 援技
術Ⅰ

・生活とは何かを理解した上で、利用者の個別
性に対応できる技術・能力を身につける。
・生活全体を理解した上で、利用者の潜在能力
を引き出しどのように支援することが適切かを
考え、それを提供していく能力を身につける。
・自立支援の観点から、その知識・技術が展開
できる能力を養うとともに、利用者の生活の質
の向上を考えた援助技術を学ぶ。

1
年
・
通

120 4 80 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
生 活 支 援技
術Ⅱ

・尊厳の保持の観点から、どのような状態で
あっても、その人の自立・自律を尊重し、潜在
能力を引き出したり、見守ることも含めた適切
な介護技術を用いて、安全に援助できる技術や
知識について習得する。
・睡眠、休息の意義、目的を理解し、具体的で
根拠ある介護を展開できる。また、終末期にお
ける要介護者、家族の心理的援助を理解する。

1
年
・
後

60 2 40 ○ △ △ ○ ○ ○ ○

○
生 活 支 援技
術Ⅲ

・家庭生活の中での家事、調理の必要性を理解
したうえで、利用者の個別性に対応できる技
術、能力を身につける。
・安心して快適な生活の場とは何か、また家庭
生活の営みを理解したうえで、利用者の個別性
に対応できる技術、能力を身につける。
・要介護者の状態に応じた生活支援技術を習得
する。また、アセスメントの視点として活用す
ることができる。
・要介護者の行う裁縫等の行為に対する支援が
できるようになる。在宅、介護施設等の要介護
者の衣服の管理及び補修に関わる知識、技術を
習得する。

2
年
・
通

120 4 80 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 介護過程Ⅰ

介護過程の基礎とプロセス、介護実践における
介護過程の必要性が理解できる。また、ケース
のアセスメントにおける情報分析までを実践で
きる。

1
年
・
通

60 2 40 ○ △ ○ ○ ○ ○

○ 介護過程Ⅱ

要介護者のアセスメント～ニーズの抽出につい
てＩＣＦを用いた展開を実践でき、計画策定を
行える。また、モニタリング～評価の段階でＩ
ＣＦを活用し、再アセスメントを行える。

2
年
・
通

90 3 60 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
介 護 総 合演
習Ⅰ

介護実習に向けての心構えや、それに対する予
備知識、動機付けなどの準備を行い、介護施設
の概要や、利用者の生活に関して理解する。ま
た、記録の方法や介護実習を行ってみての振り
返りの重要性についても考え、理解する。

1
年
・
通

90 3 60 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
介 護 総 合演
習Ⅱ

介護実習Ⅱの目標を理解し、明確な自己課題の
もとに実習を展開することができる。また、実
習展開の計画を立案でき、実践・振り返りが行
える。

2
年
・
通

60 2 40 ○ △ ○ ○ ○ ○

○ 介護実習Ⅰ

介護実習Ⅰ-1
１）介護サービス利用者の理解と、利用者の状
態に応じた介護実践の見学及び体験をする。
２）介護福祉士としての基本姿勢、態度を修得
する。
３）利用者・職員との関りを通じてコミュニ
ケーションを実践する。
４）介護実習の意義目的を理解し、実習施設で
の実習方法を身につける。
介護実習Ⅰ-2
１）利用者の支援に必要で適切な情報を収集
し、アセスメントできる。
２）適切に情報をまとめることができる。
３）初歩的な介護技術を体験し、その方法を理
解できる。
４）保健・医療・福祉の各分野の職場におい
て、介護福祉士の役割と責任を理解し、チーム
ケアの一員として自覚をもって適切な態度・行
動がとれる。
５）利用者との関りにおいて、言語的・非言語
的コミュニケーションを図ることができる。
６）インフォームド・コンセントを踏まえたう
えで、利用者から必要で適切な情報を収集で
き、適切にまとめる。
７）日々の記録・報告ができる。
８）変則勤務（早番・遅番）を経験し、利用者
の継続的な生活の支援を理解できる。

1
年
・
通

135 3
17
日

○ ○ ○ ○ ○ ○

東北保健医療専門学校



○ 介護実習Ⅱ

介護実習Ⅱ-1
１）個別的な生活支援技術を理解し、介護過程
を展開（介護計画の立案）できる。
２）利用者の生活全般を観察し、介護実践の根
拠を理解する。
３）役割を明確化し、利用者との人間関係を維
持し、関連職種と適切に連携できる。
４）介護福祉士としての自己覚知に努める。
５）利用者の行動を観察し、変化を捉えられ、
効果判定ができる。
６）他職種の役割を理解し、他の専門職と情報
交換を行い、必要な情報を的確に得ることがで
きる。
７）変則勤務(夜勤実習）を経験し、利用者の継
続的な生活の支援を理解できる。
介護実習Ⅱ-2
１）社会ニーズの多様化に対応したアセスメン
トを行っている。
２）設定された目標の達成度を評価でき、適切
な介護計画を立案し、介護の実施継続ができ
る。
３）実践の場で、多職種と協働できる関係を作
ることができる。
４）対象者やその家族とも良好な人間関係を
保っている。
５）インフォームドコンセント、安全管理（イ
ンシデント・感染症予防）を考慮したうえで、
対象者の心身及び生活を改善する。（安全性・
快適さ・自立を考慮した介護の実践）
６)情報管理（カルテ管理・個人情報管理・守秘
義務）上、適切に記録・報告を行える。

2
年
・
通

315 7
46
日

○ ○ ○ ○ ○ ○

○
発 達 と 老化
の理解

人間の正常な成長発達や健康障害を学び将来対
象となる要支援高齢者や要介護高齢者に関する
基礎知識を習得する。

1
年
・
通

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
認 知 症 の理
解Ⅰ

認知症の人を取り巻く現状を把握することはも
ちろん、ケアを行ううえで必要な医学的知識を
学び、実践的な介護展開を行う能力を養う。

1
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
認 知 症 の理
解Ⅱ

・認知症の人の生活を理解し、対人援助の基本
である個別性を尊重した生活支援がわかる。
・認知症の人とその家族が抱える課題につい
て、多職種の方々として連携して認知症ケアを
実践できる基礎を学ぶ。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
障 害 の 理解
Ⅰ

障害のある人の心理、身体機能に関する基礎知
識を習得する。

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
障 害 の 理解
Ⅱ

障害者福祉の理念と地域レベルの支援体制およ
び介護福祉士としての支援について習得する。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
こ こ ろ とか
ら だ の しく
みⅠ

介護福祉士として利用者の生活を的確に支援す
るために、介護技術の根拠となる人間の感覚や
基礎的な心理的事項、人体の形態や機能の基本
的事項について理解する。

1
年
・
通

90 6 60 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
こ こ ろ とか
ら だ の しく
みⅡ

介護福祉士としての各ＡＤＬ支援において、行
為としての介護に留まらず、疾病の理解から根
拠ある介護を展開するための基礎と具体的対応
を学ぶ。

2
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 医療的ケア
医療職との連携のもとで、医療的ケアを安全、
適切に実施できるよう必要な知識、技術を修得
する。

2
年
・
通

60 4 40 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
医 療 的 ケア
演習

介護福祉士として医療職との連携のもとで、医
療的ケアを安全、適切に実施できるよう必要な
技術を修得する。

2
年
・
通

45 1 30 △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　３０　　科目

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択
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義

演
習

(

グ

ル
ー

プ

演

習
）

実
験
・
実
習
・
実
技

複
数
教
員
同
時
指
導

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

実
務
経
験
の
有
無

期
末
試
験

実
技
試
験

レ
ポ
ー

ト
・
課
題
・
発

表 小
テ
ス
ト

参
加
態
度

総
合
評
価

○ 心理学
日常生活でのさまざまな心の動きについて、科学的・
学問的に理解を深める。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 倫理学
「人間とは何か？」「生とは？」「死とは？」といっ
た問いを軸に、人間の尊厳性を再考するとともに自身
の人生観をも問い直す。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

授業方法 場所 教員 成績評価方法
企
業
等
と
の
連
携

医療専門課程 理学療法科

分類

授業科目名
授業科目の一般目標・到達目標と内容

（概要）

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

講
　
義
　
回
　
数

合計 １９６５単位時間(   ８４ 単位)

東北保健医療専門学校



○ 教育学

教育学と教育社会学の知見を通じて、人間にとっての
教育の意義を考えます。さらに、私たちが暮らす地域
社会において、教育が果たす役割を検討します。それ
によって、私たちは誰もが学習者であり、教育者であ
ることを明らかにします。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 社会福祉学
科学的・理論的思考力を育て、人間性を磨き、自由で
主体的な判断と行動を培うことを目指し生命倫理、人
の尊厳を幅広く理解できるようになること。

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○ 情報処理学

・パソコンを利用し、日常業務の問題解決の手法を取
得する。
・パソコンの基本的な操作を通じ情報リテラシーの能
力を高める。

1
年
・
後

30 2 20 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 工学
力学の基礎を通じて科学的・論理的思考力を身につ
け、理論から実際の物作りへの応用力を養うことを目
標とする。

1
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 英語
医学英語を良く理解し。医学英語に慣れ親しむことを
目標とする。医学英語の独特な文法やその使い方を学
習する。

1
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○ 医学英語
臨床現場で使用される医療に関する英語(英単語）略語
を理解して、カルテ等の資料を読み取ることができ、
対象者の情報を記すことができる。

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 保健体育Ⅰ

個人および社会生活に対する健康・運動・安全の知識
を深め、運動の合理的な実践や健康維持増進のための
能力や資質を高めることで、自分自身の健康管理のみ
ならず医療関係者として、協力・支援ができる力を育
むことを目的とする。

1
年
・
前

30 1 20 ○ △ ○ △ ○ ○ ○

○ 保健体育Ⅱ

個人および社会生活に対する健康・運動・安全の知識
を深め、運動の合理的な実践や健康維持増進のための
能力や資質を高めることで、自分自身の健康管理のみ
ならず医療関係者として、協力・支援ができる力を育
むことを目的とする。

1
年
・
後

30 1 20 ○ △ ○ △ ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅰ

すべての臨床科目の基礎になる解剖学のなかで内臓系
と運動器系（骨、関節、筋）についての基本的な解剖
学的構造、名称、機能について理解すること（なお筋
学各論の一部は後期の体表解剖実習時間内に行う）

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅱ
人体における細胞・組織・器官（脈管・神経・感覚
器）の構造と機能について理解できる。

1
年
・
後

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○
体表解剖学
実習

解剖学の講義内容をふまえて、模型を用いたスケッチ
等によって、人体の構造の詳細を立体的に理解する

1
年
・
前

45 1 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 生理学 身体の生理学的事象を理解する。

1
年
・
通

60 4 40 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 生理学実習
1年生での生理学の講義の内容をふまえて、実際に実習
で生体反応等をみることによって、生理学的な理解を
深めることを目標とする

2
年
・
通

45 1 30 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 運動学
運動や障害を評価するために必要な捉え方・考え方の
基礎となる運動学的知識を習得する．

1
年
・
通

60 4 40 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 運動学実習

運動学で修得した知識をもとに、体表からの視診・触
診を通じて、正常な関節構成体の構造と機能を確認
し、さまざまな身体運動・動作を運動学的に分析する
ことができる。

2
年
・
通

45 1 30 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

○ 人間発達学

胎生期から老年期まで各ライフステージにて生涯どの
ような成熟をしていくのか発達過程を理解し、その中
で影響要因と個別性があることを知る。患者ひとり一
人の背景や特性を理解した治療を行えるための基本的
な発達段階とその特性を理解する。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○

○
一 般 臨 床医
学

各疾患やその病態生理に関心を持ち、診断・治療の最
低限の知識を想起できる。また、知識のみならず倫理
観を持ち、病態に偏らない全人的な医療を行う姿勢を
持ち、自らの健康管理に努め、模範となる。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 内科学

近年の超高齢社会において、リハビリテーション医療
における対象疾患も高齢者の抱える内科疾患を理解
し、診療に当たらねばならない。そのため、各疾患像
を正しく理解し、臨床診療における対象者からの訴え
に傾聴でき、医師と連携がスムーズに行えるような専
門職となることを目標とする。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 整形外科学
1.運動器の知識が理解できる。
2.運動器疾患におけるADL障害を理解できる。
3.最新の手術法や治療法について理解できる。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○

○ 神経内科学

リハビリテーション医療において主な対象者である中枢神経
疾患をはじめとする。
神経疾患の症候とその治療を理解し、適切なリハビリテー
ション医療を提供できるようになる。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児科学

小児腫瘍性疾患や極出生体重の事例など心肺機能未熟な
状態のケースへの関わりも増え、よりハイリスクな事例も増え
てきている。小児疾患の事例に関わる際には、常に発達とい
うことを意識して臨まねばならず、家族への支援も視野にい
れた小児疾患の特徴を理解する。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 精神医学

精神医学の学習を通じて、人の心身の健康状態のあり方を
認識でき、また精神疾患の症状に対する治療について正しく
理解して、理学療法士としてリハビリテーションを行う際に系
統だてて理解する。

2
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○
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○ 臨床心理学
臨床心理学的なな視点を体験する。
患者さんと関わる際に活用できる臨床心理学的視点を学ぶ。
ワークによって，自己理解，他者理解を深める。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション医学

総論として疾病治療とリハビリテーション医療の特性、診断と
機能評価の関係、特殊な問題として廃用症候群、排尿障害、
褥瘡、摂食・嚥下障害を扱う。各論ではリハビリテーション医
療の対象疾患について、国際生活機能分類ＩＣＦの生活機能
とその障害の側面から学修する。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション概論

リハビリテーションに関連する基本的な事項や職域、環境を
理解し具体的な関わりが理解できる。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 公衆衛生学

社会及び環境がどのように健康と関連するか。生活習慣と疾
患に関する最新の疫学的知見、各ライフステージにおける公
衆衛生活動など理学療法士として、疾病予防・健康増進の重
要性を系統的に学修する。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 理学療法概論
理学療法士を目指す学生として、将来の理学療法士像をイ
メージできるようになるとともに、この３年間を具体的にどのよ
うに過ごす必要があるのかをイメージできるようになる。

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
基礎理学療法
学

・理学療法評価・治療を行うために必要な基礎科学(解剖学/
生理学/運動学)や病態について理解すること。
・病態や機能障害について、学問的理屈を臨床場面で確認
する

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
基礎理学療法
学実習Ⅰ

見学実習において理学療法士の仕事を知り得るための基礎
的な知識や社会的なルール・マナーを理解し習得する。
理学療法の基礎となる解剖学・生理学・運動学分野の総合的
理解を深めることで，2年次以降の疾患特性，評価手技，治
療法などの各論的な学習に繋げる．

1
年
・
通

45 1 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
基礎理学療法
学実習Ⅱ

理学療法士で実施される評価(検査・測定)の方法を習得す
る。
各疾患の理学療法ガイドラインに基づいて、各評価について
の知識を深める。

2
年
・
通

45 1 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 研究法 研究に必要な用語や知識を理解し、研究思考を身につける

3
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
理学療法評価
学総論

理学療法評価の定義や目的を理解し、評価項目それぞれの
内容について概要を学習する。

1
年
・
通

30 2 20 △ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
骨格関節筋系
測定法

骨格関節筋系の代表的な測定法である、関節可動域測定及
び徒手筋力検査法を習得する。

1
年
・
後

45 1 30 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
骨関節障害理
学療法評価学

骨関節疾患の病態及び運動器障害の概要を知り、それらの
理学療法評価について学ぶ。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
神経筋障害理
学療法評価学

神経筋疾患の病態と理学療法との関わりを理解し、適切な評
価を習得する。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
脳血管障害理
学療法評価学

脳血管疾患などの中枢神経系疾患の病態及び脳血管障害
の概要を知り、それらの理学療法評価について学ぶ。

2
年
・
通

45 3 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
内部障害理学
療法評価学

呼吸、循環及び代謝の生理学を復習し、病態に応じた診断・
評価・治療の流れについて学ぶ。また悪性新生物を含む終
末期医療の特性について学ぶ。

2
年
・
通

45 3 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 運動療法 運動療法技術全般に関する基礎的知識と技術を学ぶ

2
年
・
通

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 物理療法 各種物理療法の特徴及び生理学的効果等を学習する。

2
年
・
通

45 3 30 ○ △ ○ ○ ○ ○

○ 義肢装具学

理学療法における義肢装具の必要性を理解する。義肢装具
の構造を理解しながら対象疾患や障害に適した義肢装具を
選択出来る様になる。必要な身体機能について再確認でき
る。

2
年
・
通

45 3 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
日常生活活動
技術論

日常生活活動（以下，ＡＤＬ）の概念形成の関係を理解し，Ａ
ＤＬ評価・補装具・基本動作・身辺動作・住環境整備等の知識
を習得し，ＡＤＬ練習，指導の考え方を学習する。

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ △ ○ ○ ○ ○

○
骨関節障害理
学療法治療学

運動器障害に対する基本的な手技について、その理論と実
際の方法について学ぶ。また、骨関節疾患の代表的な理学
療法について学ぶ。

2
年
・
通

45 3 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
神経筋障害理
学療法治療学

神経筋疾患の病態と理学療法との関わりを理解し、治療計
画を立てることができるように学習する。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○
脳血管障害理
学療法治療学

脳血管障害に対する基本的な手技について、その理論と実
際の方法について学ぶ。また、脳血管疾患の代表的な理学
療法について学ぶ。

2
年
・
通

45 3 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
内部障害理学
療法治療学

循環器疾患及び代謝疾患、悪性新生物を含む終末期医療の
特性に応じた理学療法やリスク管理について学ぶ。

2
年
・
通

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
運動発達障害
理学療法治療
学

正常運動発達を学び、小児の理学療法、（評価・治療）の考
え方を学ぶ。

2
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
地 域 理 学療
法学

地域と理学療法の関係を理解し、医療機関での理学療
法と地域での理学療法の違いを学習する。

3
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

住環境整
備・　　福
祉用具活用
論

対象者の生活を豊かにし、自立生活に用いる福祉用具
について、その種類と機能、特性、選定、適合を学び
理解する。医療・福祉制度を加味した住環境整備、実
践例を把握する。

3
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
地域生活支
援法

医療・福祉の法制度を理解し、対象者に適した選択が
できるよう、生活の場を把握し対象者に応じて評価す
ることを学習する。

3
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○ 見学実習
理学療法士が働く施設の概要や理学療法士の役割を知
り、理学療法士の対象者への関わりについて理解を深
める。

1
年
・
通

45 1
6
日

○ ○ ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅰ

理学療法の対象者に対して、初期評価に必要な情報収
集及び検査測定を実施する。また、職場における理学
療法士の役割と責任について理解し、その一員として
の自覚をもった行動の重要性を学ぶ。

2
年
・
後

135 3
17
日

○ ○ ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅱ

理学療法の対象者に対して、理学療法評価、理学療法
治療計画の立案、及び基本的理学療法の実践を経験す
る。また、これらの実践にあたっては、実習指導者に
報告・連絡・相談を適宜行い、臨床での問題解決能力
を培う。

3
年
・
通

720 16
90
日

○ ○ ○ ○ ○

　　５４　科目

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
習

(

グ

ル
ー

プ

演

習
）

実
験
・
実
習
・
実
技

複
数
教
員
同
時
指
導

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

実
務
経
験
の
有
無

期
末
試
験

実
技
試
験

レ
ポ
ー

ト
・
課
題
・
発

表 小
テ
ス
ト

参
加
態
度

総
合
評
価

○ 心理学

学習心理学、発達心理学、社会心理学、臨床心理学な
ど様々な領域の心理学について学び、人のこころの仕
組みや行動との関連について体系的な知識を身につけ
るとともに、人のこころについての客観的な視点を獲
得する。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 倫理学
様々な倫理思想に触れることにより、現代に求められ
る倫理観を養う。また、自分自身の考えを論理的に表
現できるようにする。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 教育学

教育学と教育社会学の知見を通じて、人間にとっての
教育の意義を考えます。さらに、私たちが暮らす地域
社会において、教育が果たす役割を検討します。それ
によって、私たちは誰もが学習者であり、教育者であ
ることを明らかにします。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 社会福祉学

国民の保健医療福祉の推進のために作業療法が果たす
役割を理解する。地域社会における諸機関との調整及
び教育的役割を担う能力を身につける。社会福祉分野
の中でも障害児・者領域、高齢者領域について、社会
保障全般と、医療保険と福祉関連法規について理解す
る。

1
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 情報処理学

情報化社会の中で、パソコンを日常業務の道具として
駆使でき、最小限のアプリケーションを使いこなし、
情報処理能力を高めること。文書処理、表計算、電子
メールなどの一般的な操作が理解できること。

1
年
・
通

30 2 20 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 工学

運動力学の基礎となる力学の基礎を学び、続いて制御
の仕組みや機械の機構による運動の伝達部分の基礎を
理解する。また、アクチュエータによって操作される
運動系を理解し、現在の介護ロボットの仕組みついて
理解する。

1
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 英語

臨床現場で使用される医療に関する英語（英単語），
略語を理解して，ｶﾙﾃ等の資料を読み取り，対象者の情
報を記すことができる．また，国家試験に頻出する疾
患名，評価尺度名などにも早期に触れ，英語表記に慣
れている．

1
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

教員 成績評価方法

企
業
等
と
の
連
携

医療専門課程　作業療法科

分類

授業科目名
授業科目の一般目標・到達目標と内容

（概要）

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

講
　
義
　
回
　
数

授業方法 場所

合計 ２，７３０単位時間(  １２８単位)
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○ 医学英語

リハビリテーション現場でよくみられる疾患や状態、
指示に関する単語をある程度理解できるように、単語
を交えて対象者の状態を表現できる。国家試験にどの
ような英語表記が存在するのか知っている。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 保健体育Ⅰ

個人および社会生活に対する健康・運動・安全の知識
を深め、運動の合理的な実践や健康維持増進のための
能力や資質を高めることで、自分自身の健康管理のみ
ならず医療関係者として、協力・支援ができる力を育
むことを目的とする。

1
年
・
前

30 1 20 ○ △ ○ △ ○ ○ ○

○ 保健体育Ⅱ

個人および社会生活に対する健康・運動・安全の知識
を深め、運動の合理的な実践や健康維持増進のための
能力や資質を高めることで、自分自身の健康管理のみ
ならず医療関係者として、協力・支援ができる力を育
むことを目的とする。

1
年
・
後

30 1 20 ○ △ ○ △ ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅰ

すべての臨床科目の基礎になる解剖学のなかで内臓系
と運動器系（骨、関節、筋）についての基本的な解剖
学的構造、名称、機能について理解すること（なお筋
学各論の一部は後期の体表解剖実習時間内に行う）

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅱ
人体における細胞・組織・器官（脈管・神経・感覚
器）の構造と機能について理解できる。

1
年
・
後

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○
体表解剖学
実習

骨格、関節、筋の模型を用いたスケッチと相互実習に
よる触察によって、作業療法士として臨床で必要な運
動器系の立体構造を理解する。

1
年
・
後

45 1 30 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 生理学
すべての臨床科目の基礎になる生理学において人体の
解剖学的構造と関連した生理学的機能について理解す
ること

1
年
・
通

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 生理学実習
各実習課題の内容について、実際に計測、データの解
析、結果の考察等を行うことによって、人体の生理学
的な機能の理解と問題解決能力を養う。

2
年
・
後

45 1 30 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 運動学
運動学の重要性を説明でき、姿勢・運動・動作を力学
的視点で説明出来る。運動学習やその効果を理解し、
適切な運動処方や体力測定の実施方法を理解できる

1
年
・
通

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 運動学実習

実習を通して、人の運動・動作の特徴とそれに伴う諸
現象を理解する。運動と動作に関して、観察・測定・
分析の初歩的手段を体験し、レポートとしてまとめ
る。

2
年
・
前

45 1 30 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 人間発達学
ライフステージ（胎児期、乳児期、幼児期、児童期、
青年期、成人期、老年期）を通した人間理解のため
に、それぞれの発達過程を学ぶ。

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
一 般 臨 床医
学

各疾患やその病態生理に関心を持ち、診断・治療の最
低限の知識を想起できる。また、知識のみならず倫理
観を持ち、病態に偏らない全人的な医療を行う姿勢を
持ち、自らの健康管理に努め、模範となる。

1
年
・
後

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 内科学

近年の超高齢社会において、リハビリテーション医療
における対象疾患も高齢者の抱える内科疾患を理解
し、診療に当たらねばならない。そのため、各疾患像
を正しく理解し、臨床診療における対象者からの訴え
に傾聴でき、医師と連携がスムーズに行えるような専
門職となることを目標とする。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 整形外科学
1.運動器の知識が理解できる。
2.運動器疾患におけるADL障害を理解できる。
3.最新の手術法や治療法について理解できる。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○

○ 神経内科学

リハビリテーション医療において主な対象者である中枢神経
疾患をはじめとする。
神経疾患の症候とその治療を理解し、適切なリハビリテー
ション医療を提供できるようになる。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児科学

小児腫瘍性疾患や極出生体重の事例など心肺機能未熟な
状態のケースへの関わりも増え、よりハイリスクな事例も増え
てきている。小児疾患の事例に関わる際には、常に発達とい
うことを意識して臨まねばならず、家族への支援も視野にい
れた小児疾患の特徴を理解する。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 精神医学

精神医学の学習を通じて、人の心身の健康状態のあり方を
認識でき、また精神疾患の症状に対する治療について正しく
理解して、理学療法士としてリハビリテーションを行う際に系
統だてて理解する。

2
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 臨床心理学
臨床心理学的なな視点を体験する。
患者さんと関わる際に活用できる臨床心理学的視点を学ぶ。
ワークによって，自己理解，他者理解を深める。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション医学

総論として疾病治療とリハビリテーション医療の特性、診断と
機能評価の関係、特殊な問題として廃用症候群、排尿障害、
褥瘡、摂食・嚥下障害を扱う。各論ではリハビリテーション医
療の対象疾患について、国際生活機能分類ＩＣＦの生活機能
とその障害の側面から学修する。

2
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション概論

リハビリテーションサービス体系の変革はめまぐるしいが、リ
ハビリテーションが掲げた理念、目的に変更はないことを共
有し、リハビリテーションを構成している諸領域や施設とその
役割、それらを支えている概念を理解し、臨床実習や卒後業
務に活かせる知識を習得する。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 公衆衛生学

社会及び環境がどのように健康と関連するか。生活習慣と疾
患に関する最新の疫学的知見、各ライフステージにおける公
衆衛生活動など理学療法士として、疾病予防・健康増進の重
要性を系統的に学修する。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○
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○ 作業療法概論

作業療法実践の現状を知ることで、その中で生活と作業との
関係や作業療法士の役割を理解する。領域別・病期別の作
業療法の過程を学び、リハビリテーションにおける作業療法
の位置づけを理解する。また、職業人として職業倫理を高め
る技術・態度を習得する。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 基礎作業学
基礎作業学の作業療法の中での位置づけを理解したうえで、
各種理論と分析、そして実践的応用を理解する。

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
基礎作業学実
習Ⅰ

作業療法で利用される作業活動を経験し、特性や人・環境と
の影響も説明できる。
対象に応じた課題の設定や段階づけが行える。
集団や個別の特性を経験しその説明ができる。

1
年
・
通

45 1 30 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
基礎作業学実
習Ⅱ

作業療法の治療手段として「作業・作業活動」を活用するた
め，作業分析によって様々な作業の理解を深め，対象者に必
要な形に応用して実施・指導することができる。

2
年
・
前

45 1 30 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 研究法

研究活動は専門職としての作業療法士にとって大切な
業務の一部である理由を理解した上で，研究活動を遂
行し，結果を臨床に利用して，さらに報告・発表する
ために必要な基本的知識と技能を獲得する。．

3
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
作業療法評価
学総論

作業療法評価の内容（観察・測定・検査）を確実に習得する。

1
年
・
通

30 2 20 ○ △ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
骨格関節筋系
測定法

作業療法分野における測定・評価方法（形態測定・反射・ＲＯ
Ｍ・ＭＭＴ）を正しく理解する。

1
年
・
後

45 1 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
身体障害作業
療法評価学

身体障害領域における作業療法について、その実践課
程を理解する。疾患別に、病態や障害像を理解し、行
うべき評価の手順を習得し、目標設定を行うことがで
きる。

2
年
・
前

30 2 20 ○ △ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
高次脳機能障
害作業療法評
価学

高次脳機能障害の評価指標の臨床活用について学ぶ。

2
年
・
前

30 2 20 ○ △ 　 ○ ○ ○ ○

○
精神障害作業
療法評価学

精神障害領域における作業療法について、その実践過程を
理解する。様々な評価手段とその手順を習得し、目標設定を
行うことができる。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
発達障害作業
療法評価学

各時期の発達過程における作業療法評価法を理解する。

2
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
高齢期障害作
業療法評価学

高齢作業療法の意義を理解し，高齢者の特徴を捉えた上
で，クライエントを中心とした個別的な生活支援サービスに必
要な評価の具体的内容を理解し，実施することができる．評
価から得られた情報を，有効なアプローチのために統合する
ことができる．

2
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
作業療法治療
学総論

作業療法実践における理論と研究の関連をどのように実行
するかを決定する方法を知る。

2
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
身体障害作業
療法治療学

身体障害領域において対象とする疾患の臨床像と生活機
能、障害について理解できる。医学的な治療と作業療法の治
療・指導・援助の内容が理解できる。

2
年
・
通

90 6 60 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
高次脳機能障
害作業療法治
療学

高次脳機能障害の作業療法における実践と事例からアプ
ローチの仕方を学ぶ。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
精神障害作業
療法治療学

作業療法の基本的実践論から、疾患・障害別の作業療法の
実際について理解する。

2
年
・
通

90 6 60 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
発達障害作業
療法治療学

運動発達系（心身障害）と精神障害系（知的障害、発達障害）
の各疾患・障害における作業療法を説明出来る。

2
年
・
後

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
高齢期障害作
業療法治療学

高齢者を対象とした作業療法では、身体・精神的な老化現象
を踏まえた上で、人生の総括と統合を促進するよう努める必
要がある。これに必要な具体的な作業療法アプローチの知識
を得て、ゴール設定とそれに見合ったプラン作成を行うことを
目的とする。

2
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
日常生活活動
技術論

日常生活活動の概要を理解し、作業療法に展開できる知識・
技術を得る。

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○
義肢・装具技
術論

対象とする障害像に合わせて使用する義肢・装具の臨床で
の治療的適合方法や動作指導方法を学習する。実習を通じ
て、義肢・装具の臨床場面での適切な選択や適合治療的介
入を行える技術を身につける。

2
年
・
通

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
地 域 作 業療
法学

地域リハビリテーションの概要を理解し、作業療法に
おいて必要な知識を整理する。

3
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

○
住環境整
備・福祉用
具活用論

対象者の生活を豊かにし、自立生活に用いる福祉用具
について、その種類と機能、特性、選定、適合を学び
理解する。医療・福祉制度を加味した住環境整備、実
践例を把握する。

3
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
職業関連活
動技術論

人にとっての職業の意識を探り、障害者の就労につい
て考える。

3
年
・
後

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○

東北保健医療専門学校



○ 見学実習

作業療法士が働く領域及び施設の概要、病院・施設で
の作業療法士の役割を知り、作業療法士の対象者への
関わりについて、具体的な評価・介入場面から理解を
深める。

1
年
・
通

45 1
7
日

○ ○ 〇 ○ ○

○ 臨床実習Ⅰ

作業療法士が働く各領域において、その役割を認識
し、作業療法士の対象者への関わりを模倣しながら、
具体的な評価・介入場面についてのその方法を理解す
る。

2
年
・
後

135 3
17
日

○ ○ 〇 ○ ○

○ 臨床実習Ⅱ

【基本的臨床実習】臨床実習指導者の指導、監督のも
とに作業療法を実践し、その意味を理解する。
【総合臨床実習】習得した知識・技術・態度を融合
し、臨床実習指導者の指導、監督のもとに作業療法を
実践する。
【就職前実践型実習】就職に向けて、臨床実習指導者
の指導・監督のもとに作業療法を実践し、自ら行動す
る。

3
年
・
通

720 16
90
日

○ ○ 〇 ○ ○

５４　　　科目

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
習

(
グ

ル
ー

プ

演

習
）

実
験
・
実
習
・
実

技 複
数
教
員
同
時
指

導 オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

実
務
経
験
の
有
無

期
末
試
験

演
習
・
実
技
試
験

レ
ポ
ー

ト
・
課
題

小
テ
ス
ト

参
加
態
度

総
合
評
価

○ 生物学
生体の構造を知るために、細胞の構造、働きお
よび生命現象に関する基本的知識を修得する。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 化学

歯科医療の現場で患者さんの健康づくりに一助
する歯科衛生士として、日常の現象を科学的に
捉えて理解する習慣を身に付け、履修しなけれ
ばならない専門科目や歯科医療で取り扱う様々
な歯科材料及び試薬等を基本から理解するため
に必要な化学の基礎知識を習得することを目指
します。

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○

○ 生命倫理学

人間観（人間とは何か？）、人生観（何のため
に生きるか？）、死生観（死んだらどうなるの
か？）といった倫理の基礎となる知識を身につ
ける。

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学

①対象者と双方向のコミュニケーションをとる
ことができ，信頼関係を築くことができる，②
対象者のライフスタイルを聞き取り，働きかけ
ることができる，③チームとして他職種と働け
る

1
年
・
通

30 1 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 人間発達学

人間の発達を理解することが、なぜ必要なの
か？必要性を認識し、歯科衛生士の役割を認識
し、適切に対応するための知識の整理・蓄積を
しておく。

1
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 英語
医学用語を良く理解し、医学英語に慣れ親しむ
ことを目標とする。医学英語の独特な文法やそ
の使い方を学習する。

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 歯科英語
日常臨床で使用される歯科英語を理解し、実際
に使用できるようにする

1
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 歯科英語
歯科に関する英語について学び、臨床に活かす
足がかりとする。英語に対しての苦手意識をな
くす。

２
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 解剖学

人体を構成する器官を形態、構造、機能及び
器官相互の位置関係について学び、説明でき
る。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
組 織 ・ 発生
学

人体を構成する最小の基本単位である細胞の
構造と、その集団が一定の配列や形態をとって
できた組織の構造と機能について学び、説明で
きる。
さらに人体と口腔の発生過程についても学び、
それを説明できる。

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 生理学

本科目では様々な生理機能と関連して、歯科衛
生士として歯科医学を理解する上で必要な知識
を身につけるだけでなく、顎口腔領域の専門家
として、患者さんに対して説明できるレベルま
で理解を深めることを目的とする。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○ 歯の解剖学
永久歯および乳歯の形態、表面構造、機能と歯
種の鑑別について学び、説明できることを目的
とする。

1
年
・
後

30 2 20 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 口腔解剖学

口腔とは消化管の始まりの部分で，食物摂取，
咀嚼，嚥下などの一連の役割がある。それらの
機能を営むために，歯，歯周歯，歯周組織，
舌，唾液腺を備えている。本科目では，歯・口
腔およびその周囲組織の構造・機能に関する理
解を深める。口腔解剖学の概要を学び，口腔の
解剖について理解し、口腔を解剖学的側面から
説明できる。

１
年
・
通

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

講
　
義
　
回
　
数

授業方法 場所 教員 成績評価方法
企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名
授業科目の一般目標・到達目標と内容

（概要）

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

医療専門課程　歯科衛生科　（2年前期現時点までの計画）

合計 ２７３０単位時間(     １２８ 単位)
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○ 口腔組織学

口腔とは消化管の始まりの部分で，食物摂取，
咀嚼，嚥下などの一連の役割がある。それらの
機能を営むために，歯，歯周歯，歯周組織，
舌，唾液腺を備えている。本科目では，歯・口
腔およびその周囲組織の構造・機能に関する理
解を深める。口腔組織発生学の概要を学び，歯
と歯周組織の発生について理解し、それを説明
できる。

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 口腔生理学

本科目では味覚をはじめとした口腔内の感覚、
摂食運動と関連して筋収縮や運動制御、摂食嚥
下の後に生体で行われる消化・吸収や排泄、さ
らに口腔が重要な役割を果たしている発声につ
いて学ぶ。

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○
生化学
口腔生化学

人体の生命現象を分子レベルの化学反応から理
解するために、人体の代謝と機能に関する基本
的知識を習得する。また、口腔における生命現
象を分子レベルの化学反応から理解するため
に、口腔にける物質の代謝と機能に関する基本
的知識を習得する。

１
年
・
通

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○
微生物学
口 腔 微 生物
学

微生物学では病原微生物の生態、微生物-宿主関
係ならびに感染症を理解し、免疫学では病原微
生物に対する免疫応答を理解する。

1
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○
薬理学
歯科薬理学

医薬品の薬理作用を理解し、薬物を安全かつ効
率的に取り扱える基本的知識を修得する。

１
年
・
後

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○

○
病理
口腔病理

病理学は病気の原因と病気によって起きる変化
について明らかにする学問である。口腔疾患に
おける診断・治療・予防に必須な病理学的知識
を習得を目標とする。

1
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○

○
衛生学
公衆衛生学

みんなの健康を守る。それが公衆衛生です。一
言で「健康」と言っても、それは単に病気では
ないということに止まりません。心も体も、そ
して社会的にも良好な状態を健康と言います。
そのためには個々人が健康の増進を目指すだけ
でなく、地域、自治体、国、世界もまたその目
的のために環境を整えることが不可欠です。そ
の手段や方法、また制度を科学的にまた広い視
野で学びます。

１
年
・
前

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 衛生統計学
個人及び集団の歯・口腔の健康と予防プログラ
ムを構築するために、関連する保健情報を把握
し、衛生統計の手法を習得する。

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 口腔衛生学
口と歯、それを臓器として持つ人間の健康をど
う維持し発展させるかを学び、一人一人の人間
が幸福に暮らせる社会制度・医療制度を学ぶ。

１
年
・
後

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
歯科衛生士
概論

歯科衛生士としての業務や役割について学び、
知識、技術を習得する態度および心構えについ
て理解すること

１
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
歯 科 臨 床概
論

歯科診療の概要、歯科医師、歯科衛生士、歯科
技工士等の仕事の範囲と役割分担を実際の歯科
診療の実態に即して開設する。

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 歯周療法学

高齢社会の我が国では，歯周病罹患者のケアに
よる口腔の健康的機能維持が医学的，社会的に
極めて重要である．歯科衛生士には国民のニー
ズを的確に捉え，その治療と予防に積極的に関
わる使命がある．その実践に不可欠な歯周疾患
の病態と，その予防，治療に関する基礎知識，
治療手技および介助技術を履修する．

２
年
・
通

30 2 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 歯内療法学
歯髄・根尖歯周組織の治療法である歯内治療の
基本的な知識・技術を理解する。

１
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○

○ 保存修復学

歯の硬組織疾患の種類とその病態の把握と各種
検査法、診断と処置方法、修復に必要な前準備
等の総括的事項の習得と、コンポジットレジン
修復、グラスアイオノマーセメント修復、イン
レー修復、ベニア修復等の理 論及び術式につい
て学び、保存修復における歯科衛生士の役割を
学ぶ。

1
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 歯科補綴学
口腔の咀嚼運動に関する知識の習得とそれを回
復する補綴方法を理解する

１
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 口腔外科学
口腔外科学の観点を理解し、基礎となる知識を
習得する

1
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○

○ 小児歯科学
小児歯科の特徴と小児歯科診療の目的を理解す
る

１
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 歯科矯正学
歯科矯正学の観点を理解し、基礎となる知識を
習得する

１
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○

○
障がい者
高齢者歯科

疾病を持つ高齢者のQOLを高める歯科的援助を行
うために、高齢者の全身・精神・行動・顎口腔
の特徴と、これらの人々に対する歯科医療の機
能と役割を理解する。

２
年
・
通

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○
歯 科 予 防処
置
Ⅰ-1

歯科予防処置についての専門的な知識と態度を
習得する

1
年
・
前

30 2 20 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○
歯 科 予 防処
置
Ⅰ-2

口腔の健康維持、増進に関して継続的なケアを
理解し，口腔疾患や予防方法についての目的、
方法、手技を学ぶ

1
年
・
後

60 2 40 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
歯 科 保 健指
導
Ⅰ

健康と予防の概念を理解し、歯と口腔の健康を
維持し増進するために基本となる理論的思考法
を学び、知識を習得する。

１
年
・
通

45 3 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
歯 科 保 健指
導
Ⅱ

歯科保健指導の基礎となる知識・技術を習得し
理論や知識を理解する

１
年
・
後

30 1 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
歯 科 保 健指
導
Ⅱ

健康と予防の概念を理解し、歯と口腔の健康を
維持し増進するために基本となる思考法を学
び、知識を習得する。

２
年
・
通

30 1 20 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 栄養学
人の一生におけるライフステージ別の特性を把
握し適切な栄養管理を理解する

２
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
歯 科 診 療補
助
Ⅰ

歯科材料の取り扱い法や器械・器具および技法
について学ぶことを目的とする。診療補助行為
の基礎的な知識から臨床現場での技術までを学
び、説明できることを
目的とする。

１
年
・
通

60 4 40 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 臨床検査法
歯科衛生士として患者の全身状態を把握するた
め、基本的な臨床検査法を学ぶ。

２
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 感染予防学

歯科治療の多くは、外科的な治療と位置づけら
れ、歯科医療従事者の感染リスクは高い。加え
て医療の高度化に伴い、易感染患者の増加や再
興感染症の拡大から、歯科医療の現場でも十分
な感染予防対策をとる必要に迫られている。そ
こで、感染が起こる原因を理解し、感染予防対
策の具体的方法について学ぶ。

１
年
・
後

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅰ

前半の見学実習では、歯科診療所の業務内容お
よび診療所の一員としての歯科衛生士の役割を
理解する。歯科診療所臨床実習では、これまで
に学習した知識や技術を理解し、歯科衛生士の
役割を理解する。

１
年
・
通

45 1
7
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 臨地実習Ⅱ

1年時で習得した内容を応用し、より高度で実践
的な知識や技術、協調性などを身に着ける。
現場での各ライフステージに合わせた歯科保健
指導を行うことができる。

２
年
・
通

450 10
57
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 情報処理
パソコンを利用し、日常業務の問題解決の手法
を修得する。パソコンの基本的な操作を通じ情
報リテラシーの能力を高める。

１
年
・
前

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 救急法

全身麻酔法、局所麻酔法および精神鎮静法に必
要な基礎知識を習得する。
歯科治療中の全身管理学と偶発症発生時の対応
について学ぶ。
救急処置に必要な知識と技術を習得する。

２
年
・
通

15 1 10 ○ ○ ○ ○ ○

　４５／６２　科目合計 １５００／２６１０単位時間(   ７３／１１７ 単位)
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